
和歌山県

商工 会 報
発行者：和歌山県商工会連合会　会長　森田敏行
和歌山市十番丁19番地　TEL073（432）4661　FAX073（432）3561
http://www2.w-shokokai.or.jp　Eメール：info@w-shokokai.or.jp

平成25年

（奇数月の1日発行）
定価30円

購読料は会費に含まれております

森　

田　

敏　

行

森　

田　

敏　

行

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
会
長

近
畿
府
県
商
工
会
連
合
会
連
絡
協
議
会
理
事

西
牟
婁
郡
商
工
連
合
会
会
長

日
置
川
町
商
工
会
会
長

中　

村　

修　

史

中　

村　

修　

史

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長

紀
美
野
町
商
工
会
会
長

植　

田　

英　

明

植　

田　

英　

明

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長

日
高
郡
商
工
会
広
域
協
議
会
会
長

み
な
べ
町
商
工
会
会
長

蓬　

臺　

孝　

紀

蓬　

臺　

孝　

紀

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
専
務
理
事

高　

田　

亮　

平

高　

田　

亮　

平

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
理
事

紀
の
川
市
商
工
会
会
長

小　

川　

勝　

美

小　

川　

勝　

美

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
理
事

岩
出
市
商
工
会
会
長

苅　

田　

一　

郎

苅　

田　

一　

郎

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
理
事

伊
都
橋
本
商
工
会
広
域
連
携
協
議
会
会
長

高
野
口
町
商
工
会
会
長

北　

村　

忠　

治

北　

村　

忠　

治

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
理
事

湯
浅
町
商
工
会
会
長

上
野
山　

良　

彦

上
野
山　

良　

彦

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
理
事

広
域
商
工
会
有
田
オ
レ
ン
ジ
協
議
会
会
長

有
田
川
町
商
工
会
会
長

上　

山　
　
　

肇

上　

山　
　
　

肇

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
理
事

由
良
町
商
工
会
会
長

長　

井　

保　

夫

長　

井　

保　

夫

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
理
事

広
域
商
工
会
く
ま
の
協
議
会
会
長

上
富
田
町
商
工
会
会
長

森　

川　

起　

安

森　

川　

起　

安

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
理
事

広
域
商
工
会
く
ろ
し
お
協
議
会
会
長

南
紀
く
ろ
し
お
商
工
会
会
長

大
和
田　

隆　

栄

大
和
田　

隆　

栄

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
理
事

北
山
村
商
工
会
会
長

小　

椋　

孝　

也

小　

椋　

孝　

也

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
理
事

全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
理
事

近
畿
府
県
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
副
会
長

和
歌
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会
長

紀
美
野
町
商
工
会
青
年
部
副
部
長

岡　

田　

幸　

子

岡　

田　

幸　

子

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
理
事

全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
副
会
長

近
畿
府
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
連
絡
協
議
会
会
長

和
歌
山
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
会
長

湯
浅
町
商
工
会
女
性
部
部
長

西　

本　

憲　

茂

西　

本　

憲　

茂

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
監
事

高
野
町
商
工
会
会
長

花　

本　
　
　

健

花　

本　
　
　

健

和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
監
事

大
塔
村
商
工
会
会
長

笹　

田　

邦　

一

笹　

田　

邦　

一

那
賀
町
商
工
会
会
長

池　

田　

喜　

信

池　

田　

喜　

信

か
つ
ら
ぎ
町
商
工
会
会
長
職
務

代
行
者
副
会
長

米　

阪　

憲　

和

米　

阪　

憲　

和

九
度
山
町
商
工
会
会
長

谷　

口　

忠　

則

谷　

口　

忠　

則

広
川
町
商
工
会
会
長

橋　

本　

健　

治

橋　

本　

健　

治

美
浜
町
商
工
会
会
長

水　

野　

浩　

行

水　

野　

浩　

行

日
高
川
町
商
工
会
会
長

石　

家　

良　

昭

石　

家　

良　

昭

日
高
町
商
工
会
会
長

中　

村　

泰　

介

中　

村　

泰　

介

印
南
町
商
工
会
会
長

伊　

藤　

研　

治

伊　

藤　

研　

治

龍
神
村
商
工
会
会
長

久
保
木　
　
　

弘

久
保
木　
　
　

弘

白
浜
町
商
工
会
会
長

平　
　
　
　
　

崇

平　
　
　
　
　

崇

牟
婁
商
工
会
会
長

出　

水　

豊　

数

出　

水　

豊　

数

中
辺
路
町
商
工
会
会
長

渕　

上　

太　

志

渕　

上　

太　

志

本
宮
町
商
工
会
会
長

朝　

本　

紀　

夫

朝　

本　

紀　

夫

広
域
商
工
会
大
辺
路
協
議
会
会
長

す
さ
み
町
商
工
会
会
長

須　

賀　

節　

夫

須　

賀　

節　

夫

串
本
町
商
工
会
会
長

小　

原　

周　

作

小　

原　

周　

作

古
座
川
町
商
工
会
会
長

1面

2面
3面

4面
5面

6面

7面
8面

県連役員・各商工会会長新年あいさつ、紙面紹介、ミニ
情報
森田県連会長、仁坂県知事新年あいさつ
小椋県青連会長、岡田県女性連会長新年あいさつ、第52
回商工会全国大会
こんな事業所み～つけた「亀八屋」（南紀くろしお商工会）
こんな事業所み～つけた「かんじゃ山椒園」（有田川町商
工会）
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ニ 報ミ 情
【１月】
　◆食を考える月間
　◆「はたちの献血」キャンペーン

（～2月28日）
 1日（火）◆元旦
10日（木）◆１１０番の日
11日（金）◆鏡開き
14日（月）◆成人の日
26日（土）◆文化財予防デー

【２月】
　◆省エネルギー月間
　◆北方領土返還運動全 
　国強調月間
　◇アレルギー週間

（17日～23日）
 7日（木）◆北方領土の日
11日（月）◆建国記念の日
20日（水）◆旅券の日

紙 面 紹 介
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新 

年
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

商
工
会
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
わ
が
国
に
お
け
る
経
済
情
勢
は
、
復
興
関
連
特
需
に
よ
り
回
復
基

調
へ
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
も
の
の
、
長
引
く
デ
フ
レ
不
況
に
加
え
、
円
高
や

欧
州
政
府
債
務
問
題
な
ど
に
伴
い
、
不
確
実
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
商
工
会
は
、「
商
工
会
は
行
き
ま
す　

聞
き
ま
す　

提
案
し
ま
す
〜
会
員
満
足
向
上
運
動
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
会
員
へ
の
積
極

的
な
巡
回
訪
問
を
通
じ
て
経
営
課
題
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
的
確
な
経
営
支
援
の

充
実
と
地
域
に
根
ざ
し
た
地
域
振
興
事
業
を
精
力
的
に
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
３
月
に
失
効
と
な
る
「
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
」
へ
も
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
全
力
で
対
応
し
ま
す
の
で
、
資
金
繰
り
等
の
ご
相
談
を
お
早

め
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

他
方
、
本
会
に
あ
り
ま
し
て
は
、
会
員
の
支
援
強
化
と
し
て
専
門
家
を
派
遣
す
る

「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
事
業
」
を
通
じ
て
よ
り
高
度
化
・
専
門
化
す
る
支
援
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
の
組
織
力
強
化
と
事
業
改
革
の
推
進
を
目
指
す

べ
く
中
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
新
た
な
支
援
体
制
の
し
く
み
や
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
体
制
の
構
築
に
向
け
た
「
商
工
会
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
」
並
び
に
「
同
研
究

会
」
を
昨
年
８
月
に
立
ち
上
げ
、
鋭
意
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
順
次
機
関

決
定
を
経
て
早
期
に
実
行
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
絶
大
な
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
安
心
し
て
経
営
に
専

念
で
き
、
希
望
に
満
ち
た
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
念
願
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

商
工
会
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

未
曾
有
の
紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
２
度
目
の
春
を
迎
え
、
今
や
本
格
復
旧
の
段
階
に
入

っ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
が
恒
久
的
な
住
ま
い
に

落
ち
着
か
れ
る
ま
で
、
手
を
緩
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
近
い
将
来
発
生
す
る
こ
と
が
確
実
な
東
海・

東
南
海・

南
海
地
震
や
国
の
想
定

に
よ
る
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
も
対
応
す
べ
く
、
本
年
度
末
を
め
ど
に
被
害
想
定
を

ま
と
め
る
と
と
も
に
、
正
し
い
避
難
の
徹
底
な
ど
、
従
来
か
ら
進
め
て
い
る
防
災
・
減
災

対
策
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
第
70
回
国
民
体
育
大
会
及
び
第
15
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開

催
が
正
式
に
決
定
し
、
２
年
後
の
本
番
に
向
け
て
開
催
準
備
も
本
格
化
し
て
き
ま
す
。
男

女
総
合
優
勝
を
め
ざ
し
、
県
民
総
出
で
「
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
」
と
「
紀
の
国
わ
か
や

ま
大
会
」
を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
は
、
過
疎
化
や
高
齢
化
の
進
展
、
地
震
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
新
年
度
の
新
政
策
で
は
、「
安
全
」
の
政
策
、「
安
心
」
の

政
策
、「
挑
戦
」
の
政
策
を
３
つ
の
柱
に
据
え
て
、
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
備
え
、
台
風
や
集
中
豪
雨
へ
の
備
え
な
ど
総
合
的
に
防
災
対

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
質
の
高
い
医
療
の
確
保
と
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
経
済
を
支
え
る
産
業
の

強
化
と
子
ど
も
の
自
立
を
育
む
教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
は
、「
行
き
ま
す　

聞
き
ま
す　

提
案
し
ま
す
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
常

に
事
業
者
の
皆
様
の
そ
ば
に
い
て
、
経
営
課
題
の
解
決
に
応
え
て
く
れ
る
組
織
で
す
。
事

業
者
の
皆
様
の
発
展
こ
そ
が
商
工
会
の
発
展
に
繋
が
り
、
ひ
い
て
は
本
県
経
済
発
展
の
原

動
力
と
な
り
ま
す
。
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　

私
も
絶
え
間
な
い
改
革
を
進
め
、必
要
と
考
え
う
る
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
迅
速
に
実
行
し
、

県
の
繁
栄
が
県
民
の
皆
さ
ま
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
商
工
会
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

輝
け
る
未
来
の
礎
と
し
て
の
確
か
な
１
年
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
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和歌山県商工会青年部連合会 
　　　　　　会長　小椋　孝也

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
２
月
に
開
催
し
た
商
工
会
青
年
部

全
国
組
織
化
45
周
年
記
念
大
会
（
和
歌
山

大
会
）で
は
、青
年
部
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

関
係
各
位
か
ら
の
格
別
な
る
ご
支
援
、
そ

し
て
心
か
ら
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
で
、
私
達
は
本
当
に
多
く
の

こ
と
を
「
学
び
」、
多
く
の
「
気
づ
き
」
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、な
に
よ
り
も
、

こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
最
高
の
仲
間
に
巡

り
逢
え
た
こ
と
、
最
高
の
瞬
間
を
共
有
で

き
た
こ
と
に
た
だ
た
だ
感
謝
す
る
ば
か
り

で
あ
り
、
ま
た
、
新
た
な
「
気
づ
き
」
を
「
和

歌
山
」
か
ら
全
国
に
発
信
出
来
た
こ
と
に

大
き
な
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
々
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下

「感謝、そして、挑戦」

和歌山県商工会女性部連合会 
　　　　　　会長　岡田　幸子

「地域連携で
　　豊かな
　　まちづくりを!!」

に
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
我
々
青
年
部
は
次
代
の

地
域
人
と
し
て
、
部
員
一
人
ひ
と
り
が
行
動

力
、
創
造
力
を
も
っ
て
商
工
業
の
若
き
経
営

者
、
後
継
者
と
し
て
家
業
や
地
域
発
展
の
た

め
、
そ
し
て
次
世
代
の
た
め
に
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
く
立
場
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
先
頭
に

立
っ
て
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
行
動
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
連
合
会
も
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

活
力
あ
る
地
域
と
青
年
部
を
築
き
上
げ
て

い
く
た
め
、
精
一
杯
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
も

の
と
な
る
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
「
巳
年
」
の
希
望
に

溢
れ
る
幕
開
け
に
、
心
か
ら
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

平
素
か
ら
、
女
性
部
員
の
皆
様

に
は
、
県
女
性
連
の
事
業
活
動
に

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
回

復
の
動
き
に
足
踏
み
状
態
が
続
い

て
お
り
、
中
小
企
業
も
雇
用
や
設

備
投
資
に
は
慎
重
さ
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
に
あ
っ

て
、
私
達
は
商
工
会
の
内
部
組
織

と
し
て
地
域
と
連
携
し
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
一
歩

踏
み
込
ん
だ
新
た
な
展
開
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
各
種
事
業
を

積
極
的
に
実
施
し
、
女
性
部
員
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
情
報
交

換
を
深
め
、
組
織
の
強
化
を
図
り
、

地
域
振
興
・
活
性
化
に
貢
献
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
部
員
増
強
運
動
、
特

に
若
手
部
員
の
加
入
促
進
・
育
成

に
力
を
注
ぎ
、
組
織
力
を
高
め
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年

が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
大
き
な

飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

ご
家
族
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
の

始
め
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
の
商
工
会
員
が
一
堂
に
会
し
た

「
第
52
回
商
工
会
全
国
大
会
」
が
昨
年

の
11
月
22
日
、
東
京
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
本
県
か

ら
は
44
名
が
参
加
し
た
。

　

同
大
会
で
は
、「
大
型
の
景
気
対
策

の
実
行
、
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
の

強
化
」
や
「
中
小
・
小
規
模
企
業
の
た

め
の
金
融
・
税
制
・
労
働
対
策
等
の
実

施
」
な
ど
５
項
目
に
つ
い
て
の
実
現
を

図
る
べ
き
大
会
決
議
案
を
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
事
業
で
功
績
の
あ
っ

た
方
々
に
中
小
企
業
庁
長
官
、
全
国
連

会
長
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
事
業

推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰
（
商
工
会
法

施
行
50
周
年
特
別
枠
部
門
）
で
は
、「
巡

回
訪
問
強
化
」
に
功
績
が
あ
っ
た
高
野

口
町
商
工
会
が
表
彰
さ
れ
た
。

❖
受
賞
者
名
簿
（
敬
称
略
）
❖

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

【
役
員
功
労
者
】
出
水
豊
数
（
中
辺
路

町
・
会
長
）
▽
松
窪
康
憲
（
同
・
副

会
長
）
▽
脇
江
俊
夫
（
日
置
川
町
・

副
会
長
）
▽
草
羽
和
也
（
同
）

【
優
良
青
年
部
】
紀
美
野
町

全
国
連
会
長
表
彰

【
優
良
青
年
部
】
紀
の
川
市
▽
有
田
川
町

【
優
良
女
性
部
】
紀
美
野
町
▽
有
田
川
町

【
役
員
功
労
者
】
岩
本
秀
夫
（
紀
の
川

市
・
理
事
）
▽
井
尻
智
久
（
同
）
▽

谷
充
夫
（
同
）
▽
佐
本
庄
史
（
同
）

▽
藤
平
良
光
（
岩
出
市
・
同
）
▽
山

本
芳
久
（
同
）
▽
長
濱
順
三
（
同
）

▽
加
藤
肇
（
同
）
▽
谷
口
憲
治
（
同
）

▽
山
本
茂
博
（
同
）
▽
水
崎
哲
男
（
同
）

▽
森
村
透
（
同
・
監
事
）
▽
谷
口
忠

則（
広
川
町・会
長
）▽
竹
中
康
夫（
同・

理
事
）▽
林
英
行（
同
）▽
坂
野
清（
同
）

▽
田
中
賢
二
（
同
）
▽
栗
原
一
九
二

（
同
・
監
事
）
▽
長
瀬
博
文
（
同
）

▽
塩
﨑
祐
司
（
美
浜
町
・
副
会
長
）

▽
山
川
泰
稔
（
同
・
理
事
）
▽
永
楽

務
（
同
）
▽
菊
庵
寿
郎
（
由
良
町
・

理
事
）
▽
中
塚
清
（
同
・
監
事
）
▽

澤
井
勝
彦
（
白
浜
町
・
理
事
）
▽
愛

須
崇
夫
（
同
）
▽
中
嶋
啓
一
（
同
）

▽
森
誠
也
（
同
）
▽
山
中
淳
一
（
同
）

▽
南
勝
彌
（
同
）
▽
濵
野
義
孝
（
同
）

▽
片
岡
俊
晴
（
同
）
▽
藤
原
健
司
（
同
）

▽
川
北
勲
（
同
）
▽
坂
倉
信
義
（
同
・

監
事
）
▽
寺
前
裕
章
（
上
富
田
町
・

理
事
）
▽
井
谷
康
司
（
同
）
▽
山
中

善
道
（
同
）
▽
須
賀
節
夫
（
串
本
町
・

会
長
）
▽
荒
木
啓
之
（
同
・
理
事
）

▽
尾
﨑
和
貴
（
同
・
監
事
）
▽
森
川

起
安
（
南
紀
く
ろ
し
お
・
会
長
）
▽

菊
本
雄
太
（
同
・
副
会
長
）
▽
藤
木

一
史
（
同・理
事
）
▽
垂
井
三
男
（
同
）

▽
木
下
勝
之
（
同
）
▽
上
中
敏
之
（
同
）

▽
中
照
策
（
同
）
▽
濵
野
量
（
古
座

川
町
・
監
事
）
▽
大
和
田
隆
栄
（
北

山
村
・
会
長
）

【
青
年
部
役
員
功
労
者
】山
中
健
広（
紀

の
川
市
・
県
青
連
副
会
長
）
▽
野
中

正
人
（
日
高
川
町
・
同
）

【
優
良
常
勤
役
職
員
】
北
山
恵
将
（
か

つ
ら
ぎ
町
・
経
営
指
導
員
）
▽
楠
本

洋
之
（
広
川
町・同
）
▽
堀　

泰
典
（
中

辺
路
町
・
同
）

第
52
回
商
工
会
全
国
大
会　

本
県
か
ら
44
名
参
加
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問
う
た
が
一
言
「
て
つ
め
ん
」
と
答
え

て
立
ち
去
っ
た
こ
と
か
ら
と
聞
い
て
い

ま
す
。

 

包
装
紙
に
レ
ト
ロ
感
が
あ
り
ま
す

が
。

 

今
か
ら
40
年
ほ
ど
前
に
、
初
代
町

立
く
じ
ら
の
博
物
館
の
東

ひ
が
し

玉た
ま

次じ

館
長
に

考
案
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
バ
ッ

ク
は
水
色
で
海
の
色
を
表
現
し
、
図
柄

は
勢せ

こ子
船ぶ
ね

で
鯨
を
追
っ
て
い
る
様
子
を

描
か
れ
て
お
り
、
地
域
色
が
豊
か
で
気

に
入
っ
て
い
ま
す
。

 

お
客
の
層
は
。

 

県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
か
ら
の

お
客
様
も
多
く
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず

お
店
に
お
見
え
頂
い
て
お
り
、
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。

 

て
つ
め
ん
餅
の
製
造
工
程
で
気
を
使

っ
て
い
る
点
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

 

季
節
に
よ
り
温
度
や
湿
度
が
異
な

る
た
め
、
手
で
練
る
時
の
湯
加
減
と
蒸

し
加
減
に
一
番
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

表
現
的
に
は
難
し
い
で
す
が
、
長
年
の

微
妙
な
手
の
感
触
が
頼
り
で
す
。

 

経
営
上
の
モ
ッ
ト
ー
や
信
念
が
あ

れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

 

月
並
み
で
す
が
、「
美
味
し
か
っ
た
」

と
の
声
を
励
み
に
夫
婦
で
力
を
合
わ
せ

て
商
品
づ
く
り
に

精
を
出
し
て
い
く

こ
と
で
す
。

 

商
工
会
の
役
員

（
監
事
）
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
経
営
上
の

関
わ
り
は
。

 

決
算
指
導
や
税

務
申
告
な
ど
、
税

務
全
般
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

お
店
や
商
品
に
つ
い
て
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。

 

私
は
四
代
目
で
す
が
、
創
業
は
江

戸
末
期
か
ら
で
す
。
商
品
は
「
て
つ
め

ん
餅
」
の
み
で
、
し
ろ
と
よ
も
ぎ
の
皮

に
こ
し
あ
ん
が
入
っ
た
２
種
類
で
す
。

価
格
は
１
個
90
円
で
、
10
個
入
り
1
パ

ッ
ク
９
０
０
円
。
10
個
入
り
紙
箱
入
り

は
１
０
０
０
円
で
す
。

 

商
品
の
特
長
は
。

 

北
海
道
産
の
小
豆
、
米
粉
を
使
用
、

こ
し
あ
ん
は
あ
っ
さ
り
し
た
甘
さ
で
、

木
目
細
や
か
な
舌
触
り
の
フ
ワ
フ
ワ
感

が
特
長
で
す
。
ま
た
、
防
腐
剤
を
使
用

し
て
い
な
い
た
め
、
消
費
期
限
は
当
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

「
て
つ
め
ん
餅
」
と
い
う
商
品
名
の

由
来
は
。

 

先
祖
か
ら
の
言
い
伝
え
に
よ
り
ま

す
と
、
約
１
６
０
年
余
前
に
熊
野
詣
の

途
中
、
太
地
に
立
ち
寄
っ
た
僧
が
宿
を

探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
町
の
古
老
で
あ

る
亀
八
が
自
分
の
家
に
泊
め
て
あ
げ
る

こ
と
に
し
た
。
僧
は
非
常
に
親
切
な
人

に
め
ぐ
り
合
え
た
こ
と
を
喜
び
秘
法
の

餅
を
伝
授
し
た
。
別
れ
の
と
き
に
『
せ

め
て
お
名
前
な
り
と
』
と
僧
に
名
前
を

「亀八屋」
住所：〒649-5171　東牟婁郡太地町太地3383
TEL・FAX：0735（59）2258
HP：http://www2.w-shokokai.or.jp/taiji/m/kamehatiya.htm
定休日：金曜日
営業時間：8：00～（売り切れ次第閉店）

フ
ワ
フ
ワ
感
の
「
て
つ
め
ん
餅
」

フ
ワ
フ
ワ
感
の
「
て
つ
め
ん
餅
」

　
　
　
　

　
　
　
　

  

歴
史
が
育
ん
だ
逸
品

歴
史
が
育
ん
だ
逸
品

代表者　
尾花 正倫 
代表者　
尾花 正倫 氏

亀八屋 

フワフワ感の「てつめん餅」

レトロ調の包装紙
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ネ
ッ
ト
販
売
を
通
じ
た
全
国
の
消
費

者
や
ホ
テ
ル
へ
の
納
入
、
近
隣
の
道
の

駅
な
ど
で
販
売
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」

を
は
じ
め
、
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
よ
る
反

響
は
い
か
が
で
す
か
。

 

や
は
り
メ
デ
ィ
ア
の
反
響
は
凄
い

と
改
め
て
驚
い
て
い
ま
す
。
放
映
さ
れ

て
か
ら
は
メ
ー
ル
や
電
話
で
の
問
い
合

わ
せ
が
殺
到
し
ま
し
た
。
お
陰
様
で
商

品
の
知
名
度
が
上
が
り
、
売
れ
行
き
も

順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
県
内
外
で
の

Ｐ
Ｒ
や
情
報
収
集
も
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
「
田
舎

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
か
ん
じ
ゃ
」
を
オ
ー
プ
ン
さ

れ
て
い
ま
す
が
。

 

鰻
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
身
近
に
い

ろ
ん
な
料
理
で
山
椒
を
使
っ
て
頂
け
る
よ

う
、
山
椒
料
理
を
提
案
す
る
場
と
し
て
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
田
舎
の
自
然
豊
か
な

中
で
心
身
と
も
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。
メ

ニ
ュ
ー
は
パ
ス
タ
、
ス
ー
プ
カ
レ
ー
、
ス

イ
ー
ツ
な
ど
で
自
慢
の
山
椒
を
使
い
、
食

の
提
案
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

新
た
な
展
望
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
。

 

山
椒
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
地
域
の
あ

ら
ゆ
る
資
源
を
活
か
し
、
山
間
地
域
で
あ

っ
て
も
農
林
を
機
軸
に
し
た
生
業
と
し
て

地
域
に
定
着
で
き
る
こ
と
を
実
証
し
、
山

村
地
域
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
と
な
れ

る
よ
う
確
立
し
て

い
き
た
い
で
す
。

 

商
工
会
の
活
用

方
法
は
。

 

商
品
の
訴
求
力

を
高
め
る
パ
ッ
ケ

ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を

制
作
す
る
た
め
、

専
門
家
派
遣
事
業

や
販
路
開
拓
等
で

お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。

 

事
業
所
や
主
な
商
品
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。

 

平
成
18
年
３
月
に
起
業
し
、
大
量

生
産
は
出
来
な
く
と
も
地
域
の
素
材
を

使
用
し
、
大
手
が
手
を
つ
け
な
い
よ
う

な
質
の
高
い
も
の
を
提
供
す
れ
ば
山
村

地
域
で
あ
っ
て
も
事
業
化
で
き
る
、
と

い
う
一
念
で
現
在
は
妻
と
従
業
員
２
人

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

主
力
の
山
椒
は
、
栽
培
か
ら
加
工
ま

で
の
一
貫
生
産
で
主
な
商
品
と
し
て

は
、
粉
山
椒
、
味
噌
山
椒
な
ど
の
山
椒

関
連
が
25
種
類
と
柑
橘
類
の
ジ
ャ
ム
な

ど
５
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

日
本
一
の
山
椒
の
特
長
は
。

 

当
地
で
収
穫
で
き
る
山
椒
は
、
大
き

な
実
が
ブ
ド
ウ
の
房
の
よ
う
に
実
る
こ

と
か
ら
別
名
「
ぶ
ど
う
山
椒
」
と
も
言

わ
れ
、
香
り
や
辛
み
は
絶
品
で
肉
料
理
、

う
な
ぎ
の
蒲
焼
き
な
ど
旨
味
を
引
き
出

す
名
脇
役
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

栽
培
や
製
造
過
程
で
留
意
し
て
い

る
点
は
。

 

50
ア
ー
ル
の
耕
地
を
管
理
し
て
お

り
、
栽
培
は
安
心
・
安
全
の
食
材
を
目

指
し
Ｊ
Ａ
Ｓ
有
機
に
副
っ
た
栽
培
を
実

践
し
て
い
る
ほ
か
、
乾
燥
し
た
山
椒
を

速
や
か
に
冷
凍
保
存
す
る
な
ど
、
香
り

や
色
味
を
逃
さ
な
い
よ
う
品
質
の
保
持

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

主
な
販
売
先
は
。

「かんじゃ山椒園」
住所：〒643-0512　有田郡有田川町宮川129
TEL：0737-25-1315　　FAX：0737-23-7980
HP：http://www.sansyou-en.com/
E-mail：kanja@sansyou-en.com
定休日　なし。田舎cafeかんじゃは土、日、祝日のみ営業

日
本
一
の
ぶ
ど
う
山
椒
を
活
用

日
本
一
の
ぶ
ど
う
山
椒
を
活
用

　
「
安
全
、安
心
、高
品
質
」
に
こ
だ
わ
り

　
「
安
全
、安
心
、高
品
質
」
に
こ
だ
わ
り

代表者　永岡 冬樹 氏代表者　永岡 冬樹 氏

かんじゃ
山椒園 

ぶどう山椒を使った商品

オシャレな田舎cafe かんじゃ
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アフラック和歌山支社
和歌山市友田町4丁目123番地
紀陽東和歌山ビル5階

ノイエス株式会社
和歌山市西汀丁36 和歌山商工会議所2階
電話0120-13-8400

医療の変化にあわせた、アフラックの一番あたらしい「がん保険」です

【募集代理店】 【引受保険会社】
☎073－431－7224

和 歌 山 支 店
観光庁長官登録旅行業第20号

〒640-8044　和歌山市板屋町22（和歌山大同生命ビル２F）
営業時間9:15～18:00（月～金曜日）支店長　岡　田　英　美
（土日祝日はお休みです）

カタチにします。ときめき・キラメキ・おもてなし

　
「
和
歌
山
県
」、「
愛
知
県
」、「
福
井
県
」

の
美
浜
町
（
旧
商
工
会
も
含
む
）
と
、「
三

重
県
」
の
御
浜
町
の
４
商
工
会
に
よ
る

「
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
商
工
会
サ
ミ
ッ
ト
」

が
11
月
24
、
25
日
の
両
日
、
和
歌
山
県

の
美
浜
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

会
場
に
開
催
、
４
県
の
各
商
工
会
長
、

首
長
を
は
じ
め
関
係
者
55
名
が
参
加
し

た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
共
通
す
る
同
じ
読

み
方
の
「
み
は
ま
」
に
因
ん
で
情
報
・
人

的
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、全
国
に「
Ｍ

Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
を
情
報
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
、
今
回
で
12
回

を
数
え
、
本
年
度
は
和
歌
山
県
の
美
浜
町

商
工
会
（
橋
本
健
治
会
長
）
が
幹
事
県
。

　

サ
ミ
ッ
ト
の
初
日
に
は
、
地
元
獅
子
舞

の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
引
き
続
き
サ
ミ
ッ

ト
旗
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
行
政
、
商
工

会
本
会
、
青
年
部
、
女
性
部
の
グ
ル
ー
プ

分
け
に
よ
る
意
見
交
換
会
や
事
業
所
視
察

が
行
わ
れ
、商
工
会
本
会
グ
ル
ー
プ
で
は
、

「
い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然

災
害
に
対
し
て
お
互
い
の
支
援
体
制
が
図

れ
る
よ
う
に
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
今
後

協
定
書
づ
く
り
で
合
意
し
た
。

　

全
体
会
議
の
引
継
ぎ
式
で
は
、
次
年
度

14
万
人
の

　

来
場
者
で
賑
わ
う

14
万
人
の

　

来
場
者
で
賑
わ
う

14
万
人
の

　

来
場
者
で
賑
わ
う

14
万
人
の

　

来
場
者
で
賑
わ
う

ニッポン
全国物産展

歓迎のあいさつを行う橋本会長

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
商
工
会
サ
ミ
ッ
ト
開
催

４
県
の
商
工
会
・
首
長一同
に

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
商
工
会
サ
ミ
ッ
ト
開
催

４
県
の
商
工
会
・
首
長一同
に

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
商
工
会
サ
ミ
ッ
ト
開
催

４
県
の
商
工
会
・
首
長一同
に

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
商
工
会
サ
ミ
ッ
ト
開
催

４
県
の
商
工
会
・
首
長一同
に

三
重
県
で
開
催
す
る
こ
と
で
サ
ミ
ッ
ト

旗
が
引
き
継
が
れ
、
初
日
の
第
一
幕
を

閉
じ
た
。

　

翌
日
に
は
各
県
が
４
年
前
に
煙
樹
海

岸
沿
い
に
植
樹
し
た
松
の
育
成
状
況
を

見
学
し
た
後
、
交
流
物
産
展
を
開
催
し
、

郡
内
の
各
商
工
会
か
ら
特
産
品
の
提
供

協
力
を
得
て
、
餅
ま
き
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
多
く
の
地
域
住
民
の
来
場
者

で
賑
わ
っ
た
。

　

無
事
サ
ミ
ッ
ト
を
終
え
た
橋
本
会
長

は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
違
っ
た
角
度
か
ら
の
提
言
や

情
報
交
換
が
で
き
、
所
期
の
目
的
を
達

成
出
来
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

全
国
商
工
会
連
合
会
主
催
に
よ
る
「
地

域
力
宣
言
２
０
１
２
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産

展
」
が
11
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
の
３
日

間
、
東
京
・
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

の
展
示
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
期
間
中

14
万
人
が
訪
れ
、大
い
に
賑
わ
っ
た
ほ
か
、

む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い

て
、
日
置
川
ふ
る
さ
と
物
産
セ
ン
タ
ー
が

出
展
し
た
「
あ
ゆ
チ
ョ
ビ
」
が
審
査
員
特

別
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
の
物
産
展
は
、
地
域
の
資
源
等
を
活

用
し
た
特
産
品
の
展
示
・
販
売
を
通
じ
て

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
実
施
し
た

も
の
で
、
全
国
か
ら
３
６
１
事
業
者
が
出

展
。
本
県
か
ら
は
、
梅
干
、
酢
な
ど
を
取

り
扱
う
６
企
業
が
出
展
し
、
来
場
者
に
自

慢
の
産
品
を
売
り
込
ん
で
い
た
。

　

物
産
展
に
参
加
し
た
事
業
者
は
「
一
大

消
費
地
で
あ
る
東
京
に
お
い
て
消
費
者
が

求
め
る
嗜
好
や
売
れ
筋
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
出
来
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
契
機
に
新
た
な
商
品
づ
く
り
に
繋

げ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

09
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
「
中
小
企

業
金
融
円
滑
化
法
」
が
本
年
３
月
末
を

も
っ
て
失
効
す
る
。
同
法
は
、
中
小
企

業
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
手
が
金
融
機

関
に
対
し
て
貸
付
条
件
の
変
更
等
を
申

し
入
れ
た
場
合
、
金
融
機
関
に
出
来
る

限
り
対
応
す
る
よ
う
に
求
め
た
も
の
で
、

当
初
は
11
年
３
月

末
ま
で
の
時
限
立

法
と
し
て
施
行
さ

れ
た
が
、
資
金
繰

り
な
ど
が
改
善
さ

れ
て
い
な
い
と
し
て
２
度
延
長
さ
れ
て

い
た
。

　

各
商
工
会
で
は
失
効
期
限
が
近
づ
く

中
で
、
返
済
負
担
や
今
後
の
資
金
繰
り
、

経
営
改
善
計
画
書
の
作
成
等
に
つ
い
て

積
極
的
な
支
援
を
行
う
た
め
、
早
め
の

相
談
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

秋
の
叙
勲
受
章
者
が
11
月
３
日
発
表

さ
れ
、
本
会
関
係
で
は
岡
本
重
之
氏
（
元

白
浜
町
商
工
会
会
長
）、
安
村
實
氏
（
元

南
部
町
商
工
会
会
長
）
が
旭
日
単
光
章

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。（
五
十
音
順
）

秋
の
叙
勲 

旭
日
単
光
章

秋
の
叙
勲 

旭
日
単
光
章

秋
の
叙
勲 

旭
日
単
光
章

岡
本
、安
村
両
氏
が
受
章

岡
本
、安
村
両
氏
が
受
章

３
月
末
失
効　

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法

　

資
金
繰
り
の
相
談
は
お
早
め
に

岡本重之 氏安村 實 氏
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経営
　アドバイス

ワンワン
ポイントポイント

特定非営利活動法人
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児玉　敏昭　氏
〒649̶6531 和歌山県紀の川市粉河1720
☎0736（60）1708　　　kodama@fuud.jp
http://www.fuud.jp/　 

専門家に聞く

『商品開発の落とし穴』

　

商
品
開
発
指
導
等
の
現
場
で
は
「
売
れ

る
物
を
」
と
い
う
言
葉
が
少
な
か
ら
ず
出

ま
す
。
売
る
こ
と
が
目
的
で
す
か
ら
も
ち

ろ
ん
当
た
り
前
な
の
で
す
が
、
あ
ま
り
に

も
そ
の
言
葉
を
重
視
す
る
と
落
と
し
穴
に

は
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
あ
な
た
な
ら
ど
っ
ち
？

　

例
え
ば
香
り
と
酸
味
に
特
徴
の
あ
る
果

実
を
使
っ
て
ジ
ュ
ー
ス
を
開
発
す
る
と
し

ま
し
ょ
う
。
１
つ
め
は
そ
の
ま
ま
搾
汁
し

た
果
汁
１
０
０
％
で
高
価
格
。
そ
の
ま
ま

コ
ッ
プ
1
杯
分
を
飲
む
の
は
き
つ
い
ぐ
ら

い
。
2
つ
め
は
果
汁
10
％
で
何
杯
で
も
ゴ

ク
ゴ
ク
飲
め
そ
う
な
ジ
ュ
ー
ス
。
果
汁
が

低
い
の
で
低
価
格
で
す
。
さ
て
、
あ
な
た

は
ど
ち
ら
の
ジ
ュ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
売
れ

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

商
品
の
種
類
で
分
け
る
と
、
１
つ
め
の

商
品
は
農
家
の
手
し
ぼ
り
ジ
ュ
ー
ス
で

し
ょ
う
か
。
言
う
な
れ
ば「
お
土
産
商
品
」

で
す
。
そ
の
産
地
で
売
る
に
は
い
い
け
れ

ど
、
県
外
な
ど
の
広
い
範
囲
の
商
圏
で
売

る
と
な
れ
ば
、
輸
送
コ
ス
ト
を
含
め
た
価

格
の
高
さ
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

2
つ
め
の
商
品
は
飲
む
場
所
な
ど
の

シ
ー
ン
を
選
ば
ず
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で

が
飲
み
や
す
い
ジ
ュ
ー
ス
で
す
。
こ
れ
は

「
一
般
流
通
の
商
品
」
で
す
ね
。
買
い
や

す
い
価
格
な
ら
ま
と
め
買
い
も
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
コ
ス
ト
や
売
場
が
よ
け
れ
ば
一

定
の
売
上
が
見
込
め
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
の
例
で
い
え
ば
、
売
れ
る
の
は
2
つ

め
の
ジ
ュ
ー
ス
だ
と
答
え
る
方
が
多
い
よ

う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
原
価
な
ど
コ
ス
ト
側

を
つ
き
つ
め
、
良
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
販
売

場
所
の
確
保
が
で
き
れ
ば
売
れ
る
可
能
性

は
高
い
で
し
ょ
う
。

●
売
れ
る
モ
ノ
の
は
ず
な
の
に
売
り
に
く

い
？

　

で
も
反
対
に
売
れ
な
い
理
由
も
出
て
き

ま
す
。
ひ
と
つ
は
「
売
価
と
競
合
商
品
」

で
す
。
大
企
業
な
ら
多
く
の
良
い
設
備
が

あ
り
、
ま
た
大
量
の
原
料
仕
入
れ
に
よ
っ

て
安
く
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
中
小

企
業
や
個
人
商
店
で
は
そ
う
も
い
き
ま
せ

ん
の
で
売
価
を
高
く
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
万
人
受
け
の
商
品
を
狙
い

特
徴
が
薄
ら
い
で
し
ま
う
と
「
ど
こ
に
で

も
あ
る
商
品
」
に
な
り
、
お
店
の
棚
に
埋

も
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

埋
も
れ
る
と
幾
多
あ
る
商
品
群
の
中
で

お
客
様
に
手
に
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

困
難
に
な
っ
て
く
る
訳
で
す
。
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
あ
る
程
度
は
差
別
化
で
き
る
で
し
ょ

う
が
、
ま
ず
値
段
を
気
に
す
る
お
客
様
が

多
い
店
舗
で
は
難
し
い
で
し
ょ
う
し
、
そ

も
そ
も
バ
イ
ヤ
ー
が
仕
入
れ
て
く
れ
る
か

ど
う
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は「
記
憶
」で
す
。

万
人
受
け
を
狙
っ
た
挙
げ
句
、
特
徴
が
薄

ら
い
だ
商
品
は
何
よ
り
お
客
様
の「
記
憶
」

に
残
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
再
購
入
し

て
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
も
怪
し
く
な

り
、
口
コ
ミ
な
ど
は
広
が
り
ま
せ
ん
。

●
主
観
と
客
観
的

　

つ
ま
り
先
ほ
ど
の
商
品
の
例
は
、「
特

徴
を
明
確
に
し
て
一
定
の
顧
客
に
売
る
商

品
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
特
徴
は
控
え

め
に
し
て
万
人
受
け
商
品
」
に
す
る
か
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。「
売
れ
る
モ
ノ

を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
明
確
に
聞
こ

え
ま
す
が
、
そ
の
次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
「
誰
に
」
が
あ
り
、
ま
た
「
ど
こ
で
（
売

る
か
）」
ま
で
を
考
え
る
こ
と
が
商
品
開

発
の
ス
タ
ー
ト
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
誰
に
」
は
も
ち
ろ
ん
お
客
様
の
こ
と

で
す
が
、
お
客
様
と
ひ
と
く
く
り
に
言
っ

て
も
、
商
品
を
買
っ
て
い
た
だ
く
層
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
幼
児
・
お
子
さ
ん
か
ら
高

齢
層
と
言
っ
た
年
代
や
、
学
生
、
主
婦
や

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
富
裕
層
、
観
光
客
、
単

身
赴
任
等
々
が
あ
り
、こ
れ
を
総
じ
て「
顧

客
層
」
と
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
買

う
目
的
が
あ
り
嗜
好
も
違
い
ま
す
。
し
か

し
難
し
く
考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
自
分
の
商
品
の
開
発
者
で
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
商
品
に
と
っ
て

は
消
費
者
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
。「
自
分

な
ら
ど
う
か
」
を
客
観
的
に
考
え
て
み
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

●
売
れ
る
モ
ノ
と
万
人
受
け
す
る
モ
ノ

　
「
売
れ
る
モ
ノ
」と「
万
人
受
け
の
モ
ノ
」

と
は
異
な
る
も
の
で
す
。「
売
れ
る
モ
ノ

を
考
え
る
な
」
と
は
言
い
過
ぎ
で
す
が
、

万
人
受
け
の
モ
ノ
を
作
っ
て
し
ま
う
と
、

商
品
の
も
つ
お
も
し
ろ
さ
・
美
味
し
さ
な

ど
の
付
加
価
値
を
損
ね
て
し
ま
う
可
能
性

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
は
じ
め
て
の

商
品
開
発
で
広
く
万
人
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
モ
ノ
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が

作
り
た
か
っ
た
モ
ノ
を
作
り
た
い
よ
う
に

作
り
、
お
客
様
や
取
引
先
の
意
見
な
ど
を

参
考
に
改
良
を
重
ね
て
、
初
め
て
「
売
れ

る
モ
ノ
」
が
で
き
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、「
こ
の
日
ま
で
に
開

発
す
る
」
と
い
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
必

ず
決
め
て
く
だ
さ
い
。
だ
ら
だ
ら
と
開
発

す
る
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
う
作

る
の
だ
」
と
初
め
に
決
め
た
コ
ン
セ
プ
ト

と
熱
意
を
も
ち
つ
つ
試
作
し
、
展
示
会
や

商
談
会
な
ど
で
試
飲
・
試
食
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
商
品
を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

お
近
く
の
商
工
会
ま
た
は

県
商
工
会
連
合
会
へ
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商工会の税務申告相談日程
商工会名 相談日 相談時間 実施場所

那 賀 町 2月21日、25日、27日 10:00～16:00 商工会

九 度 山 町 2月28日 10:00～16:00 商工会館

白 浜 町 2月18日～28日
（土日を除く） 9:00～16:00 商工会館

大 塔 村 ２月13日～14日 9:00～17:00 商工会館

上 富 田 町 1月30日～2月28日
（土日を除く） 予約制随時 商工会館

串 本 町 2月22日 9:30～16:00 古座支所

南紀くろしお 2月25日～26日 9:30～16:00 那智勝浦町商工会館

商
工
会
の
税
務
申
告
相
談
日
程

商
工
会
の
税
務
申
告
相
談
日
程

ご
相
談
は
お
早
目
に

ご
相
談
は
お
早
目
に

（
予
定
を
含
む
）

訃　
　

報

新年あけましておめでとうございます。
商工会会員の皆様におかれましては健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
本年も確かな安心をお届けする商工会の共済をどうぞよろしくお願い申し上げます。

新年あけましておめでとうございます。
商工会会員の皆様におかれましては健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
本年も確かな安心をお届けする商工会の共済をどうぞよろしくお願い申し上げます。

●全国商工会会員福祉共済●全国商工会会員福祉共済

詳しくは、ご加入の商工会または県商工会連合会までお問い合わせください。詳しくは、ご加入の商工会または県商工会連合会までお問い合わせください。

●商工貯蓄共済●商工貯蓄共済
○　万が一「死亡」した場合には、１００万円をお支払いします。
○　配偶者やお子さまもご加入いただけます。
　　（※ご加入には一定の制限がありますので詳細をご確認願います。）
○　お申込みは簡単です。（面倒な診査はありません。簡単な告知のみです。）

○　万が一「死亡」した場合には、１００万円をお支払いします。
○　配偶者やお子さまもご加入いただけます。
　　（※ご加入には一定の制限がありますので詳細をご確認願います。）
○　お申込みは簡単です。（面倒な診査はありません。簡単な告知のみです。）

○交通事故・不慮の事故によるケガでの死亡・後遺症・
　手術・入院・通院を幅広く補償しています。
○国内・海外を問わず、仕事以外でも２４時間補償！
○年齢・性別・職種に関わりなく掛金は一律！
○さらに天災にも対応しています。

○交通事故・不慮の事故によるケガでの死亡・後遺症・
　手術・入院・通院を幅広く補償しています。
○国内・海外を問わず、仕事以外でも２４時間補償！
○年齢・性別・職種に関わりなく掛金は一律！
○さらに天災にも対応しています。

プランプラン

8,000円8,000円

100100万円万円

入院給付金日額入院給付金日額

死亡保険金死亡保険金額

プランプラン プランプラン

7,7,000円000円

10100万円万円

5,000円,000円

100100万円万円

プランプラン

3,000円3,000円

100100万円万円

お申込みお申込みプランプラン プラン

8,000円

100万円

入院給付日額

死亡保険金額

プラン プラン

7,000円

100万円

5,000円

100万円

プラン

3,000円

100万円

お申込みプラン

●新型医療共済●新型医療共済

サポート①　電話による２４時間健康相談サービス
サポート②　医師の手配・紹介サービス
是非、ご活用ください。　http://www.t-pec.co.jp

和歌山県商工会連合会　０７３－４３２－４６６１

入っててよかった！あなたも家族もまるごと守る！頼れる補償！

１口の掛金は2,000 円。少ない掛金でふえる貯蓄！１口の掛金は2,000 円。少ない掛金でふえる貯蓄！ 全ての入院が対象で、日帰り入院から保障！全ての入院が対象で、日帰り入院から保障！

月払掛金 ～「けが」の補償～
●２，０００円コース　●３，０００円コース　●４，０００円コース
●シニア傷害プラン（２，０００円） ●傷害ライトプラン（１，０００円）

♪　掛金・加入期間　
１口月額２，０００円（１０年満期・５年満期・１０年保障重視）

♪　加入資格　
商工会会員及びその家族並びに従業員が加入出来ます。

♪　貯蓄積立金と利息
毎月の掛金から年１回生命保険料と経費を差し引き、残りの掛金は加入者積立
金となり加入期間中利息を付けて複利計算します。（利率は年０．３５％です。）

♪　積立金仮払い制度
急な資金が必要となった時、解約手続きをせずに、積立金の一部を仮払い
できます。（１万円単位でご利用いただけます。）

♪　付属保険
わずかな保険料で交通傷害保険を付けることができます。
交通保険料は、１口につき、年間１，１７０円

♪　掛金・加入期間　
１口月額２，０００円（１０年満期・５年満期・１０年保障重視）

♪　加入資格　
商工会会員及びその家族並びに従業員が加入出来ます。

♪　貯蓄積立金と利息
毎月の掛金から年１回生命保険料と経費を差し引き、残りの掛金は加入者積立
金となり加入期間中利息を付けて複利計算します。（利率は年０．３５％です。）

♪　積立金仮払い制度
急な資金が必要となった時、解約手続きをせずに、積立金の一部を仮払い
できます。（１万円単位でご利用いただけます。）

♪　付属保険
わずかな保険料で交通傷害保険を付けることができます。
交通保険料は、１口につき、年間１，１７０円

相談無料
通話無料
相談無料
通話無料

毎月ご加入
いただけます!!
毎月ご加入
いただけます!!

建設業対応建設業対応
農 業 対 応
電 子 申 告
農 業 対 応
電 子 申 告

幅広く
対応

●ソフトのインストール不要●ソフトのインストール不要
●バージョンアップ不要●バージョンアップ不要
●バックアップ不要●バックアップ不要
●税制改革に素早く対応●税制改革に素早く対応
●電子申告に対応●電子申告に対応

●ソフトのインストール不要
●バージョンアップ不要
●バックアップ不要
●税制改革に素早く対応
●電子申告に対応

【
１
月
】

４
日　

仕
事
始
め 

８
日　

２
０
１
３
新
春
賀
礼
会

 

（
和
歌
山
市
）

22
〜
23
日

　
　
　

商
工
会
職
員
パ
ソ
コ
ン
研
修
会

 

（
田
辺
市
）

25
日　

第
40
回
商
工
女
性
学
校

 
（
和
歌
山
市
）

25
日　

広
域
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長
会
議

 

（
東
京
都
）

31
日　

第
２
回
全
国
専
務
理
事
会
議

 

（
東
京
都
）

【
２
月
】

６
〜
７
日

　
　
　

第
14
回
商
工
会
青
年
部
全
国

　
　
　

大
会
徳
島
大
会 

（
徳
島
市
）

17
日　

全
国
商
工
会
珠
算
検
定

 

（
和
歌
山
市
）

20
日　

販
売
士
検
定 

（
和
歌
山
市
）

　

昨
秋
の
叙
勲
受
章
者

で
旭
日
単
光
章
の
栄
に

浴
さ
れ
ま
し
た
前
白
浜

町
商
工
会
長
の
岡
本
重

之
氏
が
昨
年
11
月
24
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
つ
ら
ぎ
町
商
工
会
長

の
北
田
通
氏
が
同
月
27
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
生
前
の
功
績

を
称
え
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。

前・白浜町商工会長
故・岡本重之　氏

かつらぎ町商工会長
故・北田 通　氏
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